
　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

　

鎌
倉
の
町
並
に
あ
っ
た
家

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

づ
く
り
を
め
ざ
す
戸
井
田
工

務
店
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
。

務
店
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
。

　

４
部
構
成
で
、
４
月
か
ら

　

４
部
構
成
で
、
４
月
か
ら

７
月
ま
で
月
１
回
、
そ
れ
ぞ

７
月
ま
で
月
１
回
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
が
、
家
づ
く
り

れ
の
専
門
家
が
、
家
づ
く
り

の
基
本
、伝
統
構
法
、マ
イ
ホ

の
基
本
、伝
統
構
法
、マ
イ
ホ

ー
ム
実
現
計
画
、
税
対
策
を

ー
ム
実
現
計
画
、
税
対
策
を

ア
ド
バ
イ
ス
。
ほ
ん
の
少
し

ア
ド
バ
イ
ス
。
ほ
ん
の
少
し

知
識
を
増
や
す
だ
け
で
暮
ら

知
識
を
増
や
す
だ
け
で
暮
ら

し
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

し
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

４
月

　

４
月
2121
日
の
第
１
部
で

日
の
第
１
部
で

は
、
戸
井
田
工
務
店
代
表
取

は
、
戸
井
田
工
務
店
代
表
取

締
役
・
戸
井
田
晃
英
さ
ん
が

締
役
・
戸
井
田
晃
英
さ
ん
が

「
世
界
の
人
を
惹
き
付
け
る

「
世
界
の
人
を
惹
き
付
け
る

鎌
倉
」
の
住
ま
い
〜
鎌
倉
で

鎌
倉
」
の
住
ま
い
〜
鎌
倉
で

快
適
に
住
む
暮
ら
し
の
ヒ
ン

快
適
に
住
む
暮
ら
し
の
ヒ
ン

ト
〜
ト
〜
の
題
で
お
話
し
し
ま

の
題
で
お
話
し
し
ま

す
。
鎌
倉
に
住
み
た
い
、
風

す
。
鎌
倉
に
住
み
た
い
、
風

土
や
気
候
に
合
っ
た
暮
ら
し

土
や
気
候
に
合
っ
た
暮
ら
し

を
し
た
い
、
家
づ
く
り
を
何

を
し
た
い
、
家
づ
く
り
を
何

か
ら
始
め
る
か
知
り
た
い
人

か
ら
始
め
る
か
知
り
た
い
人

等
に
お
す
す
め
で
す
。

等
に
お
す
す
め
で
す
。

　

４
月

　

４
月
2121
日（
土
）午
前

日（
土
）午
前
1010

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
会
館

時
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
会
館

（
御
成
町
）。参
加
無
料
、要
事

（
御
成
町
）。参
加
無
料
、要
事

前
申
込（
先
着

前
申
込（
先
着
1515
人
）。申
込

人
）。申
込

・
問
合
せ
戸
井
田
工
務
店　

・
問
合
せ
戸
井
田
工
務
店　

鎌
倉
市
大
町
５
―
５
―
９

鎌
倉
市
大
町
５
―
５
―
９

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
2424
・
７
７

・
７
７

７
７
、

７
７
、info@

kam
akura-

info@
kam
akura-

standard.com
standard.com

　

「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
デ

　

「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
デ

ザ
イ
ン
」（
全
日
本
交
通
安

ザ
イ
ン
」（
全
日
本
交
通
安

全
協
会
・
毎
日
新
聞
社
主
催
）

全
協
会
・
毎
日
新
聞
社
主
催
）

一
般
部
門
Ａ（
同
乗
者
を
含

一
般
部
門
Ａ（
同
乗
者
を
含

む
運
転
者
向
け
）
で
、
鎌
倉

む
運
転
者
向
け
）
で
、
鎌
倉

朝
日
の
デ
ザ
イ
ン
担
当
で
平

朝
日
の
デ
ザ
イ
ン
担
当
で
平

塚
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

塚
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
・
伊
藤

ー
・
伊
藤
文ふ

み
ふ
み

人と

さ
ん（
さ
ん（
6767
）の）の

作
品
が
、
２
年
連
続
で
最
優

作
品
が
、
２
年
連
続
で
最
優

秀
作
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
に

秀
作
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
に

選
ば
れ
た

選
ば
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。
作
品
は

。
作
品
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

ポ
ス
タ
ー
に
利
用
さ
れ
る
。

ポ
ス
タ
ー
に
利
用
さ
れ
る
。 

伊
藤
さ
ん
は
「
ま
さ
か
さ
か

伊
藤
さ
ん
は
「
ま
さ
か
さ
か

さ
ま
」
の
逆
さ
絵
本
な
ど
も

さ
ま
」
の
逆
さ
絵
本
な
ど
も

出
版
し
て
い
る
。

出
版
し
て
い
る
。

で
午
前
９
時
か
ら
関
係
者
に

で
午
前
９
時
か
ら
関
係
者
に

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、1010
時
、
時
、

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
、

音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
、
1111
時
、
時
、

鎌
倉
野
菜
の
販
売
、
午
後
１

鎌
倉
野
菜
の
販
売
、
午
後
１

時
、フ
ラ
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
、

時
、フ
ラ
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
、

３
時
、
植
木
リ
ト
ゥ
ル
・
エ

３
時
、
植
木
リ
ト
ゥ
ル
・
エ

コ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ジ

コ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ジ

ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開

ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開

催
。
大
船
植
物
園
歴
史
パ
ネ

催
。
大
船
植
物
園
歴
史
パ
ネ

ル
展
、
ブ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ

ル
展
、
ブ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ

ー
レ
ッ
ス
ン
（
午
前

ー
レ
ッ
ス
ン
（
午
前
1111
時
・
時
・

午
後
２
時
の
２
回
）
ほ
か
ケ

午
後
２
時
の
２
回
）
ほ
か
ケ

ー
タ
リ
ン
グ
カ
ー
の
軽
食
な

ー
タ
リ
ン
グ
カ
ー
の
軽
食
な

ど
の
販
売
も
あ
る
。
問
い
合

ど
の
販
売
も
あ
る
。
問
い
合

わ
せ
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
６

わ
せ
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
６

７
・
７
・
4646
・
２
１
８
８

・
２
１
８
８

年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
鎌

年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
鎌

倉
の
文
化
を
発
信
す
る
活
動

倉
の
文
化
を
発
信
す
る
活
動

と
し
て
鎌
倉
由
来
の
サ
ク
ラ

と
し
て
鎌
倉
由
来
の
サ
ク
ラ

の
普
及
を
め
ざ
し
て
い
る
。

の
普
及
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
に
鶴
岡
八
幡

　

２
０
１
６
年
に
鶴
岡
八
幡

宮
や
鎌
倉
文
学
館
、
永
福
寺

宮
や
鎌
倉
文
学
館
、
永
福
寺

跡
地
に
桐
ケ
谷
桜
を
植
え

跡
地
に
桐
ケ
谷
桜
を
植
え

た
。今
回
は
、極
楽
寺
に
北
条

た
。今
回
は
、極
楽
寺
に
北
条

時
宗
お
手
植
え
と
伝
え
ら
れ

時
宗
お
手
植
え
と
伝
え
ら
れ

る
桐
ケ
谷
が
あ
る
こ
と
か
ら

る
桐
ケ
谷
が
あ
る
こ
と
か
ら

時
宗
開
基
の
寺
に
も
と
円
覚

時
宗
開
基
の
寺
に
も
と
円
覚

寺
と
、も
う
１
カ
所
、桐
ケ
谷

寺
と
、も
う
１
カ
所
、桐
ケ
谷

発
祥
の
地
域
と
さ
れ
る
材
木

発
祥
の
地
域
と
さ
れ
る
材
木

座
の
光
明
寺
に
植
樹
し
、

座
の
光
明
寺
に
植
樹
し
、

〝
サ
ク
ラ
の
里
帰
り
〞と
し
て

〝
サ
ク
ラ
の
里
帰
り
〞と
し
て

温
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。

温
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。

　

４
月
号
に
は
桜
を
描
き
た

　

４
月
号
に
は
桜
を
描
き
た

い
と
思
っ
た
。
昨
年
の
ス
ケ

い
と
思
っ
た
。
昨
年
の
ス
ケ

ッ
チ
を
引
っ
張
り
出
し
て
み

ッ
チ
を
引
っ
張
り
出
し
て
み

た
。
若
宮
大
路
、
大
船
観
音

た
。
若
宮
大
路
、
大
船
観
音

寺
、
円
覚
寺
な
ど
が
出
て
き

寺
、
円
覚
寺
な
ど
が
出
て
き

た
。
そ
の
中
に
源
氏
池
を
描

た
。
そ
の
中
に
源
氏
池
を
描

い
た
も
の
が
あ
っ
た
。

い
た
も
の
が
あ
っ
た
。

　

鶴
岡
八
幡
宮
の
一
角
に
あ

　

鶴
岡
八
幡
宮
の
一
角
に
あ

る
池
で
８
月
に
は
蓮
の
花
が

る
池
で
８
月
に
は
蓮
の
花
が

咲
き
誇
る
。
池
の
周
囲
に
桜

咲
き
誇
る
。
池
の
周
囲
に
桜

が
咲
き
、
見
事
な
柳
が
若
葉

が
咲
き
、
見
事
な
柳
が
若
葉

を
垂
れ
る
。
大
病
を
患
っ
た

を
垂
れ
る
。
大
病
を
患
っ
た

こ
と
も
な
い
く
せ
に
、
生
き

こ
と
も
な
い
く
せ
に
、
生
き

て
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
、
な
ん

て
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
、
な
ん

て
思
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

て
思
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

こ
の
一
枚
を
見
な
が
ら
新

　

こ
の
一
枚
を
見
な
が
ら
新

た
に
描
き
だ
す
。
構
図
を
変

た
に
描
き
だ
す
。
構
図
を
変

え
、
色
彩
を
変
え
て
。
生
き

え
、
色
彩
を
変
え
て
。
生
き

て
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
。

て
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
。

　

水
彩
、

　

水
彩
、
3131
×
4141
㌢

　

鎌
倉
同
人
会
は
、
３
月

　

鎌
倉
同
人
会
は
、
３
月
1313

日
、
同
会
創
立
１
０
０
周
年

日
、
同
会
創
立
１
０
０
周
年

記
念
事
業
の
一
環
で
鎌
倉
由

記
念
事
業
の
一
環
で
鎌
倉
由

来
の
サ
ク
ラ
で
今
は
鎌
倉
で

来
の
サ
ク
ラ
で
今
は
鎌
倉
で

希
少
と
な
っ
て
い
る
鎌
倉
桜

希
少
と
な
っ
て
い
る
鎌
倉
桜

「
桐
ケ
谷
」
を
円
覚
寺
と
光

「
桐
ケ
谷
」
を
円
覚
寺
と
光

明
寺
の
境
内
に
植
樹
し
た

明
寺
の
境
内
に
植
樹
し
た
＝

写
真
写
真
。

　

同
会
は
１
９
１
５
年
に
設

　

同
会
は
１
９
１
５
年
に
設

立
し
た
鎌
倉
で
最
古
と
い
わ

立
し
た
鎌
倉
で
最
古
と
い
わ

れ
る
社
会
貢
献
団
体
で
、
２

れ
る
社
会
貢
献
団
体
で
、
２

０
１
５
年
に
設
立
１
０
０
周

０
１
５
年
に
設
立
１
０
０
周

　

昨
年
７
月
か
ら
改
修
工
事

　

昨
年
７
月
か
ら
改
修
工
事

で
一
時
閉
園
し
て
い
た
神
奈

で
一
時
閉
園
し
て
い
た
神
奈

川
県
立
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

川
県
立
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
―
の
工
事
が
完
成
し
、
４

タ
―
の
工
事
が
完
成
し
、
４

月
１
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

月
１
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
す
る
。
指
定
管
理
者
に

プ
ン
す
る
。
指
定
管
理
者
に

よ
る
管
理
に
移
行
し
、「
日

よ
る
管
理
に
移
行
し
、「
日

比
谷
花
壇
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ

比
谷
花
壇
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
」
の
愛
称
に
な
る
。

ン
タ
ー
」
の
愛
称
に
な
る
。

　

主
な
改
修
は
シ
ャ
ク
ヤ
ク

　

主
な
改
修
は
シ
ャ
ク
ヤ
ク

・
ボ
タ
ン
の
エ
リ
ア
や
花
の

・
ボ
タ
ン
の
エ
リ
ア
や
花
の

築
山
の
拡
張
、
玉
縄
桜

築
山
の
拡
張
、
玉
縄
桜
1818
本

を
植
え
た
玉
縄
桜
広
場
の
新

を
植
え
た
玉
縄
桜
広
場
の
新

設
で
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
ウ

設
で
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
ウ

ッ
ド
デ
ッ
キ
の
新
設
、
既
存

ッ
ド
デ
ッ
キ
の
新
設
、
既
存

観
賞
温
室
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

観
賞
温
室
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

化
の
ほ
か
、
建
物
や
ト
イ

化
の
ほ
か
、
建
物
や
ト
イ

レ
、
外
構
柵
な
ど
の
改
修
で

レ
、
外
構
柵
な
ど
の
改
修
で

老
朽
化
対
策
や
バ
リ
ア
フ
リ

老
朽
化
対
策
や
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
が
施
さ
れ
た
。

ー
化
が
施
さ
れ
た
。

　

４
月
１
日
は
オ
ー
プ
ン
記

　

４
月
１
日
は
オ
ー
プ
ン
記

念
で
入
園
無
料
。
芝
生
広
場

念
で
入
園
無
料
。
芝
生
広
場

４
月
下
旬
か
ら
見
頃
を

４
月
下
旬
か
ら
見
頃
を

迎
え
る
シ
ャ
ク
ヤ
ク

迎
え
る
シ
ャ
ク
ヤ
ク

9
「
桜
咲
く
」

黒
川　

明

日
比
谷
花
壇

日
比
谷
花
壇

大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

４
月
１
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

４
月
１
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

鎌
倉
桜「
桐
ケ
谷
」里
帰
り

鎌
倉
桜「
桐
ケ
谷
」里
帰
り

同
人
会
が
市
内
の
寺
院
に
植
樹

同
人
会
が
市
内
の
寺
院
に
植
樹

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞

伊
藤
さ
ん
２
年
連
続

伊
藤
さ
ん
２
年
連
続

鎌
倉
で「
木
」と
暮
ら
す

鎌
倉
で「
木
」と
暮
ら
す

快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

快
適
な
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
る

 

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

連続セミナー連続セミナー
第７回第７回〔 〕

鎌倉朝日新聞社
広告をお待ちしています
地域の活性化のためにも

TEL 0467（24）8553
FAX 0467（23）1205

２０１８年（平成３０年）４月１日 第469号 1部　108円 （８）


